
市町村防災用デ

ジタル無線 等

427

97%

航空無線 等

7

2%
実験局 等

5

1%

ILS

2

0%

その他

7

2%

アマチュア

無線 等

8,577

81%

一般業務用

無線 等

56

0%

船舶無線

1,892

18%

電気通信事

業運営用無

線 等

26

0%

魚群探知テ

レメーター

56

1%

放送連絡用

無線 等

22

0%

ラジオ・ブイ

2

0%
実験局 等

1

0%

その他

25

0%

アマチュ

ア無線

等

8,547

94%

船舶無線

95

1%

実験局

等

403

5%
中波放送

等

27

0%

航空ビー

コン

1

0%

その他

28

0%

２６．１７５MHｚ以下

中波・短波放送、航空・船舶通信等に利用されており、利用

状況に変化はない。全体的に無線局は減少傾向。

２６．17５MHｚ超５０MHｚ以下

船舶通信等に利用されており、利用状況に変化はない。全

体的に無線局は減少傾向。

アマチュア無線 等

18,388

50%船舶無線

495

1%

一般業務用無線 等

5,003

14%

放送連絡用無線

362

1%

市町村防災用同報無線 等

2,260

6%

航空無線 等

259

1%

消防用無線 等

9,495

26%アナログTV放送VHF 等

189

1%

衛星EPIRB 等

124

0%

電気通信業務用無線

38

0%
実験局 等

21

0%
VOR 等

6

0%

５０MHｚ超２２２MHｚ以下 消防・防災無線、公共分野の自営無線、航空・船舶通信、TV・FM放送等に利用

されており、１５０MHｚ帯を利用する消防・防災無線を２６０MHｚ帯へ移行する再編
を実施中。このため、全体的な無線局数は減少傾向。

２２２MHｚ超３３５．４MHｚ以下
消防・防災無線、航空通信等に利用されており、１５０MHｚ帯を利用する消防・防災無線を２６０

MHｚ帯へ移行する再編を実施中。このため、全体的な無線局数は増加傾向。

３３５．４MHｚ超７７０MHｚ以下
消防・防災無線、公共分野の自営無線、航空・船舶通信、TV放送、簡易無線、タクシー無線等にお

いてデジタル化を促進中。簡易無線は、横ばいであり、全体的に無線局数はやや減少傾向。

アマチュア無線 等

22,527 57%

マリンホーン 等 477

1%

市町村防災用無

線 等 2,205 

6%

市町村防災用無線 等

2,205 

6%
デジタルTV放送UHF

等 636

2%

マリンホーン

等 477 

1%

放送連絡用無線 等

218

1%

航空機用救命無線 等

36 0%

航空機用救命無線

36 0%

電気通信業務用デジタ

ル空港無線電話通信

等 12 0%

その他 174 

0%

その他

174 0%
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MHz以下

５０MHz以上

２２２MHｚ以

下

２２２MHｚ
超３３５．４MH

ｚ以下

３３５．４

MHｚ超７７０

MHｚ以下

アマチュア局

簡易無線

アマチュア局・簡易

無線局以外

北陸管内の現状と推移【770MH以下】

770MHz以下の周波数は、多種多様な無線システムに利用されるとと
もに、周波数区分によって使用条件が異なっており、一概に周波数区
分ごとの利用状況を比較すること難しいが、各周波数区分とも全体とし
ては適切に利用されていると評価できる。
調査対象周波数帯の平成17年度と平成20年度の無線局数を比較す

ると、アマチュア局は大きく減少しているが、アマチュア局を除くと横ば
いの状況。
地上TVのデジタル化が進展中
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